
最上川下流及び赤川

酒田河川国道事務所



第10回 最上川下流・赤川大規模氾濫時の減災対策協議会
令和5年6月16日（金）、「第12回 最上川下流・赤川大規模氾濫時の減災協議会 幹事会」を開催。

本協議会では、幹事会の議事内容を踏まえ、規約改正及び各機関の取組実施状況、流域タイムラインについて報告する。

議事：「最上川下流・赤川流域タイムライン」について

近年頻発する水災害の被害を最小限とするため、首長による避難情報の適切な
発令をはじめ、各関係機関が適切なタイミングで、的確な防災行動を行うことが、よ
り重要となっております。
平成26年度には、河川事務所と自治体とが連携し、河川氾濫時の状況を予め想
定したうえ、「いつ、誰が、何をするか」に着目した「避難情報着目型タイムライン
（水害対応タイムライン）」を作成し、現在まで運用しているところでありますが、令
和３年10月に「国土交通省防災業務計画」が見直され、令和４年度中に「避難情報
着目型タイムライン」を「流域タイムライン」として、作成（再構成・見直し）することと
なりました。

①河川事務所（直轄河川の河川管理者）の行動計画を軸に作成するものであるが、
河川事務所と関係機関の動きを相互に確認・チェックし、情報発信内容や役割
分担を明確にする。
②流域タイムラインに基づいた「web会議ツールによる危機感共有」を通し、関係機
関と意識共有を図り、適切な避難情報発出や自治体への支援を的確に行う。

③各自治体毎のタイムラインを横並べし共有することで、自治体間の連携・情報共
有を図るとともに、避難情報着目型タイムラインや市町村タイムラインの深化・見
直しの一助とする。（上下流に位置する自治体で情報発信タイミングや動きに齟
齬がないか等も確認）。

① これまで各河川、自治体単位で作成してきた「避難情報着目型タイムライン」を、出
水時において、各河川を管理する事務所が、自らの発するトリガー（洪水予報・ホット
ライン）を中心に、流域単位※で再構成したものを「流域タイムライン」と定義する。

※「最上川」と「赤川」は、別河川であり流域は異なるものの、庄内地域として捉えた場
合、関係する自治体も隣り合い、浸水想定区域（想定最大）も重複する部分があるた
め、「最上川下流・赤川 流域タイムライン」として、減災対策協議会の括りで作成す
るものとする。

② 台風の接近に伴い、最上川下流・赤川（両方、又はいずれか）の基準観測所の水
位が上昇した場合を想定したタイムラインとする。

なお、線状降水帯等の影響による急激な水位上昇時においては、流域タイムライン
の記載どおりとはならない場合があることを留意する。

③ 流域タイムラインは、「防災基本計画」や「国土交通省防災業務計画」に位置付け
られているものであるため、「（案）」として取り扱うが、公表を前提とした内容とする。

・公表のクレジットは、「最上川下流・赤川大規模氾濫時の減災対策協議会」とし、令和
５年出水期から運用する。

・実際の出水対応における活用結果や洪水対応演習の振り返り等を踏まえ、随時タイ
ムラインを見直すものとする。

１．背景

２．目的・用途、期待される効果等

３．作成方針、注意事項等

４．今後の進め方



※ 気象・水象情報に関する発表等の
タイミングについては、地域・事象
によって、異なります。

○ ３日後、台風による"大雨"が予想され

に影響する恐れ
○ 大雨の早期注意情報(警報級の可能性)

で[中]又は[高]が発表された場合
○ 台風情報で 山形県 への

影響が考えられる場合
○ 台風起因による特別警報の可能性

１

（東北電力３ダム）

　（東北電力３ダム）

（酒田河国・月山ダム）

（酒田河国・月山ダム） 　（東北電力３ダム）

・台風情報(随時)
・山形県気象情報（随時）

１日前～ ○ １日後、台風による"大雨"が予想され

に影響する恐れ

２

【最上川（下流）】
　臼ヶ沢水位観測所 13.0m
　下瀬水位観測所 1.4m
【相沢川】　※水位周知河川
　石名坂水位観測所 2.3m ・台風情報(随時)
【京田川】　※水位周知河川 ・山形県気象情報(随時) ・水位予測情報確認（随時）
　広田水位観測所 2.0m
【赤川】
　熊出水位観測所 2.1m
　羽黒橋水位観測所 2.0m
　浜中水位観測所 2.0m

３

少人数の職員をもって警戒にあたる

支部体制 第一警戒配備 第１次配備 体制 水防団待機 体制 第１次配備 体制
注意体制　を設置 災害警戒本部の設置（以下継続） 第１次配備職員の設置 － 第１時配備職員の配置

水防団待機水位に到達した段階でステージ１となったことを共有する（状況に応じて適宜連絡・周知する）

○ 水防団待機水位 到達
水防警報

● ● ● ● ● ●【警察、消防、報道機関】
待機・準備　発表

＜リエゾン及びTEC-FORCEは、右記のいずれかに該当する場合に派遣する＞　①大規模災害発生のおそれがある場合（気象警報など）、②市町村から派遣要請を受けた場合、③その他、必要と判断した場合（市町村の災害対策本部設置など）

　※ホットラインを行うタイミングは、急激な水位上昇時、危険度に応じて内容に変更があることに留意すること。
　※ホットラインの対象自治体は、気象情報や降雨・洪水予測等の情報を踏まえ、その都度判断する（最上川下流：酒田市・庄内町、赤川：鶴岡市・三川町・酒田市）

st.1 タイムライン　ステージ１への移行（認識共有）

山形河国（国土交通省の県内代表）も参加し、
必要な情報共有を行う。
（状況に応じ酒田河国も参加）

WEB会議ツールによる危機感の共有（タイムライン立ち上げ周知　※３日前の段階で気象台記者会見が開催されなかった場合）

　　（警察、消防等）

２日前～

（共有すべき情報を適宜調整）
（準備） 　最上川（下流）又は赤川流域 気象台記者会見

●

大雨・洪水注意報
発表

大雨・洪水警報 ２次警戒 体制 警戒配備 体制
発表 関係課職員の配置 大雨警報が発令された時

ホットライン構築の判断【酒田河国】　／　リエゾン派遣の判断【酒田河国】　／　TEC-FORCE派遣の判断【国交省】または要請【市町】　（以降随時）

３

● ● ●操作規則に基づく関係機関
申請手続き・事前放流の実施

（荒沢ダム） 　　（警察、消防等）

● ● ●報道（気象情報の報道）● ● ●

●
赤川水系治水協定に基づく事前放流

申請手続き・事前放流の実施

●操作規程に基づく関係機関

 ● ●

態勢入り（予測雨量を注視） 態勢入り（予測雨量を注視） 態勢入り（予測雨量を注視）
（月山ダム） （荒沢ダム）

赤川水系治水協定に基づく事前放流
● ● ● ● ●操作規則に基づく関係機関

申請手続き・事前放流の実施
（月山ダム） 　　（警察、消防等）

 ●
赤川水系治水協定に基づく事前放流

●

（準備） 台風情報（随時）
早期注意情報

（共有すべき情報を適宜調整）
気象台記者会見

●山形河国（国土交通省の県内代表）も参加し、
必要な情報共有を行う。
（状況に応じ酒田河国も参加）

WEB会議ツールによる危機感の共有（タイムライン立ち上げ周知）

山形県気象情報（随時） 赤川水系治水協定に基づく事前放流
● ●

降雨量の予測情報 態勢の連絡（酒田河国）

● ● ● ●

（月山ダム）

赤川水系治水協定に基づく事前放流 赤川水系治水協定に基づく事前放流 赤川水系治水協定に基づく事前放流

● ●報道（気象情報の報道）

（荒沢ダム）
●

st.0
３日前～ 　最上川（下流）又は赤川流域 山形県気象情報（随時）

広田（京田川）
※公表版からは
　　削除する。

石名坂（相沢川）

熊出（29.6k）

浜中（2.7k）

臼ヶ沢（20.4k）
下瀬（2.1k） 羽黒橋（18.0k） 羽黒橋（18.0k）

臼ヶ沢（20.4k）
赤川 最上川（下流）

浜中（2.7k）

（月山ダム管理所） （荒沢ダム）

山形県 酒田市 庄内町 鶴岡市 三川町 その他関係機関 住民等
ステージ ※番号と照らし

　　別添『解説』
　　を確認のこと。

酒田河川国道事務所 （庄内総合支庁） 最上川（下流） 赤川 最上川（下流） 赤川 最上川（下流） 赤川

　最上川（下流）・赤川　流域タイムライン　【案】

　　≪最上川（下流）：臼ヶ沢・下瀬・相沢川･石名坂水位観測所≫

　　　　　　≪赤川　：熊出・羽黒橋・浜中水位観測所≫

～台風の接近に伴い、本川水位が上昇した場合～

TL 状況 解説 山形地方気象台 東北地方整備局

⑤

⑨

⑩ ⑭

⑰

①

≪ﾀｲﾑﾗｲﾝ（TL）ｽﾃｰｼﾞ≫ ≪行動項目≫

● 情報を受信する機関

： ：共有しておくべき重要な行動項目

：： 緊急安全確保

≪その他の行動項目≫

高齢者等避難

避難指示

：

ﾄﾘｶﾞｰ情報（他機関や一般への伝達・連携を要する項目）：

※上記の内、避難情報に関する内容は下記の着色で表示

：

：

各機関における情報発信・確認項目ﾄﾘｶﾞｰ情報（行動開始の引き金となる気象情報等）

各機関における防災体制を示す項目

：

≪多機関連携の表現≫

情報伝達の流れ

： ｽﾃｰｼﾞ 2＝水位危険度ﾚﾍﾞﾙ2相当

：

ホットライン、危機感の共有

・○○～

：

： ｽﾃｰｼﾞ 4＝水位危険度ﾚﾍﾞﾙ4相当（避難指示発令の目安）

： ｽﾃｰｼﾞ 5＝水位危険度ﾚﾍﾞﾙ5相当（緊急安全確保発令の目安）

： ｽﾃｰｼﾞ 0

： ｽﾃｰｼﾞ 1＝水位危険度ﾚﾍﾞﾙ1相当

： ｽﾃｰｼﾞ 3＝水位危険度ﾚﾍﾞﾙ3相当（高齢者等避難発令の目安）

1／3



※ 気象・水象情報に関する発表等の
タイミングについては、地域・事象
によって、異なります。

広田（京田川）
※公表版からは
　　削除する。

石名坂（相沢川）

熊出（29.6k）

浜中（2.7k）

臼ヶ沢（20.4k）
下瀬（2.1k） 羽黒橋（18.0k） 羽黒橋（18.0k）

臼ヶ沢（20.4k）
赤川 最上川（下流）

浜中（2.7k）

（月山ダム管理所） （荒沢ダム）

山形県 酒田市 庄内町 鶴岡市 三川町 その他関係機関 住民等
ステージ ※番号と照らし

　　別添『解説』
　　を確認のこと。

酒田河川国道事務所 （庄内総合支庁） 最上川（下流） 赤川 最上川（下流） 赤川 最上川（下流） 赤川

　最上川（下流）・赤川　流域タイムライン　【案】

　　≪最上川（下流）：臼ヶ沢・下瀬・相沢川･石名坂水位観測所≫

　　　　　　≪赤川　：熊出・羽黒橋・浜中水位観測所≫

～台風の接近に伴い、本川水位が上昇した場合～

TL 状況 解説 山形地方気象台 東北地方整備局

≪ﾀｲﾑﾗｲﾝ（TL）ｽﾃｰｼﾞ≫ ≪行動項目≫

● 情報を受信する機関

： ：共有しておくべき重要な行動項目

：： 緊急安全確保

≪その他の行動項目≫

高齢者等避難

避難指示

：

ﾄﾘｶﾞｰ情報（他機関や一般への伝達・連携を要する項目）：

※上記の内、避難情報に関する内容は下記の着色で表示

：

：

各機関における情報発信・確認項目ﾄﾘｶﾞｰ情報（行動開始の引き金となる気象情報等）

各機関における防災体制を示す項目

：

≪多機関連携の表現≫

情報伝達の流れ

： ｽﾃｰｼﾞ 2＝水位危険度ﾚﾍﾞﾙ2相当

：

ホットライン、危機感の共有

・○○～

：

： ｽﾃｰｼﾞ 4＝水位危険度ﾚﾍﾞﾙ4相当（避難指示発令の目安）

： ｽﾃｰｼﾞ 5＝水位危険度ﾚﾍﾞﾙ5相当（緊急安全確保発令の目安）

： ｽﾃｰｼﾞ 0

： ｽﾃｰｼﾞ 1＝水位危険度ﾚﾍﾞﾙ1相当

： ｽﾃｰｼﾞ 3＝水位危険度ﾚﾍﾞﾙ3相当（高齢者等避難発令の目安）

【最上川（下流）】
　臼ヶ沢水位観測所 14.0m
　下瀬水位観測所 2.2m
【相沢川】　※水位周知河川
　石名坂水位観測所 3.7m
【京田川】　※水位周知河川
　広田水位観測所 2.7m
【赤川】
　熊出水位観測所 3.0m
　羽黒橋水位観測所 3.0m
　浜中水位観測所 3.0m

・台風情報(随時)
・山形県気象情報(随時) ・水位予測情報確認（随時）

（酒田河国・月山ダム）

【最上川（下流）】
　臼ヶ沢水位観測所 16.2m ・防災エキスパート出動要請
　下瀬水位観測所 2.8m ・建設業協会等へ連絡調整開始
【相沢川】　※水位周知河川 ・排水ポンプ車事前配備調整
　石名坂水位観測所 5.4m
【京田川】　※水位周知河川
　広田水位観測所 4.4m
【赤川】
　熊出水位観測所 4.3m
　羽黒橋水位観測所 4.2m ・台風情報(随時)
　浜中水位観測所 4.0m ・山形県気象情報(随時) ・水位予測情報確認（随時）

※

３

・氾濫危険情報発表の事前共有
●

リエゾン派遣（プッシュ型）
被害の想定される自治体に派遣

●

・気象状況の解説

●
ホットライン

● ●

発令タﾀｲﾐﾝｸﾞを早めることがある。 発令タﾀｲﾐﾝｸﾞを早めることがある。 発令タﾀｲﾐﾝｸﾞを早めることがある。 発令タﾀｲﾐﾝｸﾞを早めることがある。

避難開始
夜間・早朝に発令される見込みの場合、 夜間・早朝に発令される見込みの場合、 夜間・早朝に発令される見込みの場合、 夜間・早朝に発令される見込みの場合、 ・避難情報や気象・河川情報、 自主避難者・要配慮者

　道路交通規制の報道【報道】

高齢者等避難　発令 高齢者等避難　発令 高齢者等避難　発令 高齢者等避難　発令

避難判断水位に到達していない場合で、
水位予測により「氾濫危険水位」に到達
すると見込まれる場合、予測に基づく洪
水予報（氾濫警戒情報）を発表する。

ホットライン（２回目）
● ● ● ●

・避難判断水位到達の伝達
・水位予測情報の共有
・避難状況の共有
・ﾘｴｿﾞﾝ派遣（ﾌﾟｯｼｭ型）
・災害対策機械の派遣
　又は派遣意向確認

災害対策本部　体制
第一次（第二次）非常配備

● ●【警察、消防、報道機関】
氾濫警戒情報　※

暴風警報 第一非常配備 第３次配備 体制 災害警戒本部　体制 第３次配備 体制

●

発表 所要人員をもって対処にあたる 災害対策連絡会議の設置 副本部長含む関係職員の配置 災害対策本部の設置

高齢者等避難　検討

● ●

要請のあった自治体に派遣

st.３ タイムライン　ステージ３への移行（認識共有）
避難判断水位に到達した段階でステージ３となったことを共有する（状況に応じて適宜連絡・周知する）

○ 避難判断水位 到達
指定河川洪水予報（気象台・国交省）・水位到達情報（国交省単独）

●

避難所開設の準備
●住民（避難準備）

・特別防災操作の実施検討依頼 ・防災無線等による広報 ・防災無線等による広報 ・防災無線や災害情報一元配信シ
ステムで、住民等へ注意喚起（避難
準備）

・防災無線等による広報
・ﾘｴｿﾞﾝ派遣又は要請意向確認 （要配慮者利用施設、大規模 （要配慮者利用施設、大規模 （要配慮者利用施設、大規模 ・避難情報や気象・河川情報、

　事業者への注意喚起含む） 　事業者への注意喚起含む） 　事業者への注意喚起含む） 　交通規制の報道【報道】

　　（警察、消防等）

 ●
防災操作（洪水調節）

● ● ● ●操作規則に基づく関係機関

リエゾン派遣

実施（荒沢ダム）
（酒田河国） 　　（警察、消防等）

ホットライン（１回目）
● ● ● ●

・避難判断水位の到達見込み
・避難情報発令判断の助言
・緊急放流の実施見込み 避難所開設の準備 避難所開設の準備 避難所開設の検討・準備

防災操作（洪水調節）
● ● ● ●

巡視・水防活動
被害状況は逐次報告

●操作規則に基づく関係機関
実施（月山ダム）

● ●

被害状況は逐次報告 被害状況は逐次報告
出水時状況把握（河川巡視）

●
巡視・水防活動 巡視・水防活動 巡視・水防活動

被害状況は逐次報告

水防警報
● ●

被害状況は逐次報告

●【警察、消防、報道機関】
出動　発表

● ●

警戒体制　に移行 災害対策本部の設置（以下継続） 第２次配備職員の設置 関係課職員の配置 災害対策連絡会議の設置

● ●【警察、消防、報道機関】
氾濫注意情報

支部体制 第二警戒配備 第２次配備 体制 ２次警戒 体制 第２次配備 体制

●

●

st.２ タイムライン　ステージ２への移行（認識共有）
氾濫注意水位に到達した段階でステージ２となったことを共有する（状況に応じて適宜連絡・周知する）

○ 氾濫注意水位 到達
指定河川洪水予報（気象台・国交省）・水位到達情報（国交省単独）

●

③

⑥

⑦

⑪

⑫

⑮

⑯

②
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※ 気象・水象情報に関する発表等の
タイミングについては、地域・事象
によって、異なります。

広田（京田川）
※公表版からは
　　削除する。

石名坂（相沢川）

熊出（29.6k）

浜中（2.7k）

臼ヶ沢（20.4k）
下瀬（2.1k） 羽黒橋（18.0k） 羽黒橋（18.0k）

臼ヶ沢（20.4k）
赤川 最上川（下流）

浜中（2.7k）

（月山ダム管理所） （荒沢ダム）

山形県 酒田市 庄内町 鶴岡市 三川町 その他関係機関 住民等
ステージ ※番号と照らし

　　別添『解説』
　　を確認のこと。

酒田河川国道事務所 （庄内総合支庁） 最上川（下流） 赤川 最上川（下流） 赤川 最上川（下流） 赤川

　最上川（下流）・赤川　流域タイムライン　【案】

　　≪最上川（下流）：臼ヶ沢・下瀬・相沢川･石名坂水位観測所≫

　　　　　　≪赤川　：熊出・羽黒橋・浜中水位観測所≫

～台風の接近に伴い、本川水位が上昇した場合～

TL 状況 解説 山形地方気象台 東北地方整備局

≪ﾀｲﾑﾗｲﾝ（TL）ｽﾃｰｼﾞ≫ ≪行動項目≫

● 情報を受信する機関

： ：共有しておくべき重要な行動項目

：： 緊急安全確保

≪その他の行動項目≫

高齢者等避難

避難指示

：

ﾄﾘｶﾞｰ情報（他機関や一般への伝達・連携を要する項目）：

※上記の内、避難情報に関する内容は下記の着色で表示

：

：

各機関における情報発信・確認項目ﾄﾘｶﾞｰ情報（行動開始の引き金となる気象情報等）

各機関における防災体制を示す項目

：

≪多機関連携の表現≫

情報伝達の流れ

： ｽﾃｰｼﾞ 2＝水位危険度ﾚﾍﾞﾙ2相当

：

ホットライン、危機感の共有

・○○～

：

： ｽﾃｰｼﾞ 4＝水位危険度ﾚﾍﾞﾙ4相当（避難指示発令の目安）

： ｽﾃｰｼﾞ 5＝水位危険度ﾚﾍﾞﾙ5相当（緊急安全確保発令の目安）

： ｽﾃｰｼﾞ 0

： ｽﾃｰｼﾞ 1＝水位危険度ﾚﾍﾞﾙ1相当

： ｽﾃｰｼﾞ 3＝水位危険度ﾚﾍﾞﾙ3相当（高齢者等避難発令の目安）

【最上川（下流）】
　臼ヶ沢水位観測所 16.5m
　下瀬水位観測所 3.0m
【相沢川】　※水位周知河川
　石名坂水位観測所 5.89m
【京田川】　※水位周知河川
　広田水位観測所 4.72m ・台風情報(随時)
【赤川】 ・山形県気象情報(随時) ・水位予測情報確認（随時） ・避難情報や気象・河川情報、
　熊出水位観測所 4.5m 　道路交通規制、ﾗｲﾌﾗｲﾝ停止
　羽黒橋水位観測所 4.6m 　状況の報道【報道】
　浜中水位観測所 4.2m

※

（酒田河国・月山ダム）

・防災無線等により広報 ・防災無線等により広報 ・防災無線等により広報 ・防災無線等により広報
（大雨特別警報の住民周知） （大雨特別警報の住民周知） （大雨特別警報の住民周知） （大雨特別警報の住民周知）

４

・氾濫発生の報道【報道】

３

３

５

６

６

要請

要請 要請 要請 要請
自衛隊への災害派遣

自衛隊への災害派遣 自衛隊への災害派遣

●

終了要請（酒田河国）

特別防災操作
● ● ●

申請手続き・実施（月山ダム）

●
TEC-FORCEの派遣 TEC-FORCEの派遣 TEC-FORCEの派遣 TEC-FORCEの派遣

要請 要請 要請

水位予測により、３時間以内に「氾濫する
可能性のある水位」に到達する見通しと
なった場合、予測に基づく洪水予報（氾
濫危険情報）を発表する。

緊急復旧、堤防調査委員会設置

TEC-FORCEの派遣
要請のあった自治体に派遣

災害協定企業への連絡
建設業協会、測量協会等

応急復旧

●【自衛隊】
要請

●操作規則に基づく関係機関
終了（月山ダム）

　　（警察、消防等）
現地対策本部設置

●
自衛隊への災害派遣 自衛隊への災害派遣

●

● ●

　　（警察、消防等）
大雨特別警報

●【警察、消防、報道機関】
大雨特別警報から警報に切替となった後も河川の水位に警戒が必要

特別防災操作

垂直避難など

大雨警報に切替

洪水予報（臨時）
● ●

● ● ●操作規則に基づく関係機関
特別防災操作

● ●

特別防災操作
実施要請（酒田河国）

命を守るための最善の行動
・TEC-FORCE及び災害対策機械
　の派遣又は派遣意向確認

● ● ●
・氾濫発生情報の伝達
・水位予測情報の共有
・避難状況の共有 緊急安全確保　発令 緊急安全確保　発令 緊急安全確保　発令 緊急安全確保　発令

ホットライン（４回目）
●

●

緊急速報メール
●住民

河川氾濫発生

● ● ●

氾濫が発生した段階でステージ５となったことを共有する（状況に応じて適宜連絡・周知する）

○ 氾濫発生
指定河川洪水予報（気象台・国交省）・水位到達情報（国交省単独）

● ●【警察、消防、報道機関】
氾濫発生情報

災害対策機械の派遣
要請のあった自治体に派遣 要請 要請 要請 要請

発表

st.５ タイムライン　ステージ５への移行（認識共有）

大雨特別警報

異常洪水時防災操作
● ● ● ● ●操作規則に基づく関係機関

申請手続き・実施（月山ダム）
　　（警察、消防等）

●
異常洪水時防災操作

● ● ● ●操作規則に基づく関係機関
申請手続き・実施（荒沢ダム）

（酒田河国） 　　（警察、消防等）
災害対策機械の派遣 災害対策機械の派遣 災害対策機械の派遣 災害対策機械の派遣

－

避難完了
・緊急放流の実施見込み 対象地域の全住民

・水位予測情報の共有
・避難状況の共有

発令タﾀｲﾐﾝｸﾞを早めることがある。 発令タﾀｲﾐﾝｸﾞを早めることがある。 発令タﾀｲﾐﾝｸﾞを早めることがある。 発令タﾀｲﾐﾝｸﾞを早めることがある。

避難開始
自主避難者・要配慮者以外

緊急速報メール

●
・氾濫危険水位到達の伝達

支部体制 第二非常配備 第４次配備 体制 災害対策本部　体制

避難指示　発令 避難指示　発令 避難指示　発令 避難指示　発令
夜間・早朝に発令される見込みの場合、 夜間・早朝に発令される見込みの場合、 夜間・早朝に発令される見込みの場合、 夜間・早朝に発令される見込みの場合、

第４次配備 体制
非常体制　に移行 全職員をもって対処にあたる 災害対策本部の設置 第二次（第三次）非常配備

ホットライン（３回目）
● ● ●

●【警察、消防、報道機関】
氾濫危険情報　※

●住民
氾濫危険水位到達

● ● ●

st.４ タイムライン　ステージ４への移行（認識共有）
氾濫危険水位に到達した段階でステージ４となったことを共有する（状況に応じて適宜連絡・周知する）

○ 氾濫危険水位 到達
指定河川洪水予報（気象台・国交省）・水位到達情報（国交省単独）

● ●

⑧ ⑬

④
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令和3年に改訂した「取組実施方針（R3～R7）」に基づく令和4年度の各構成員の取組実施状況について共有するとともに、

今後の実施予定について確認を行った。

酒田河国HPでは協議会構成員の取組実施状況を事例毎に掲載（過年度のものはPDFで年度毎一括掲載）しているほか、過
去に実施した協議会の資料も全て掲載し、協議会内で情報共有を図っている。

https://www.thr.mlit.go.jp/sakata/river/bousai/gensaitaisaku/index.html

第10回 最上川下流・赤川大規模氾濫時の減災対策協議会

令和４年度の取組実施状況



水位監視システムの運用について ～排水施設維持管理事業及び排水施設改修事業～

〇現在、大雨の際の道路冠水被害は、市民による通報又は市職員の巡視によって把握している。
〇通報や巡視では、道路冠水の発生から市民への情報提供までに時間を要することから、市民の
逃げ遅れや自動車等の浸水被害が生じている。

〇特に、近年増加している短時間での豪雨では、事前に市職員を巡視させることが難しく、市民
への情報提供が遅れている。

１ 現状と課題
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２ 事業内容

〇大雨の際に越水の恐れのある泉町地内排水路、家際排水路、札谷地排水路、本溝排水路、鵜川
排水路、広野排水路の計6か所に危機管理型水位計を設置する。

〇取り付けられた無線通信機を通じてリアルタイムで排水路の水位データをインターネット（危
機管理型水位計運用システム）で公開する。

道路の冠水状況をリアルタイムで把握し、今よりも早い段階で市民への情報提供を行うこ
とで、自動車等の浸水被害や市民の逃げ遅れの無い地域を実現したい。

〇大雨の際に冠水頻度の高い豊里、泉町、東泉町、富士見町一丁目、富士見町二丁目、若浜町、
末広町、東栄町、東中の口町、亀ケ崎三丁目、亀ケ崎四丁目、千石町、錦町の計13か所に浸水
センサを設置する。

〇一定の浸水を観測した場合、取り付けられた無線通信機を通じて自動的に酒田市職員及び市民
にメールで通知を行う。（令和４年度はシステムの構築のみ、令和5年度以降に現場実証を経て
令和6年度以降に市民へ通知予定）

（２）危機管理型水位計

（１）浸水センサ

浸水センサ及び危機管理型水位計のリアルタイムデータを活用して市は、道路冠水が生じる
前に避難情報を発信する。また、市民もメール及びインターネットから情報取得が可能となる。

休止

3 令和5年度の運用について（浸水センサ）

4 令和5年度の運用について（危機管理型水位計）
〇基本的には毎日1回水位を観測
〇水路の7割水深を観測開始水位とし、そこからは10分ごとに
水位を観測。

〇水路の8割水深を危険水位とし、検知した段階でパトロール
開始。

〇現場確認後状況に応じ通行止め実施。
〇危機管理型水位計と浸水センサのデータの相関分析の実施。

L1

L2 L2

L1

データの収集・精査

始業前
点検

市民への周知方法の検討

運用

終業前
点検

始業前
点検

終業前
点検

運用
休止

システム構築・市民への情報提供

浸水センサは市職員へのみの通報
危機管理型水位計は市民も閲覧可（広報等でお知らせ） 冬季のため撤去 冬季のため撤去

浸水センサの市民への通知開始
危機管理型水位計は引き続き誰でも閲覧可

令和5年度 令和6年度

～今後のスケジュール～

イメージ

ドコモの電波圏内であれば
設置可能。
内蔵バッテリーで5～10年間、
無給電で稼働可能。
センサが反応するとNTT回線
を使用し、メールにて通知。

152

150120
1200

5 費用について

イメージ

〇浸水センサは多段(2段)式で運用。
〇一段目の浸水検知高さをL1(5cm)、二段目をL2(15cm)とする。
※5cm…機械の仕様上の最低検知高さ。15cm…一般的な車両の最低地上高。

〇天気予報等を確認しつつ必要性があれば資材と人員を事前に準備しておく。L1を検知したら
パトロール開始し通行止め措置をとる。

R4イニシャルコスト 台/円 設置数（台） 合計（円）
浸水センサ設置費 418,000 13 5,434,000
危機管理型水位計設置費 726,000 6 4,356,000
危機管理型水位計初期設定費 2,000 6 12,000
イニシャルコスト（円） 9,802,000

R5以降ランニングコスト 台/円 設置数（台） 合計（円）
浸水センサ警報メール出力費 583 13 7,579
危機管理型水位計通信費 1,221 6 7,326
すぐメール
ランニングコスト（円/月） 14,905
ランニングコスト（円/年） 178,860

調査中

令和４年度の取組実施状況
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